
５

第　

回
統
一
地
方
選
挙

１６

投
票
日

神
奈
川
県
議
会
議
員
選
挙
・
神
奈
川
県
知
事
選
挙

　

４
月
８
日（
日
）

葉
山
町
議
会
議
員
選
挙　

４
月　

日
（
日
）

２２

投
票
時
間　

７
時
〜　

時
２０

《
投
票
で
き
る
人
》

　

県
議
会
議
員
･
県
知
事
選
挙

◎
年
齢
要
件
…
昭
和　

年
４
月
９
日
以
前
に

６２

生
ま
れ
た
人

◎
住
所
要
件
…
平
成　

年　

月　

日
ま
で
に

１８

１２

２９

住
民
登
録（
転
入
届
）を
し
た
人
で
、
引
き

続
き
３
ケ
月
以
上
町
に
住
所
を
有
す
る
人

※
平
成　

年　

月　

日
以
降
に
県
内
の
市
町

１８

１２

３０

村
か
ら
転
入
し
た
人
は
、
前
の
住
所
地
で

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
町
か
ら
県
外
に
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成　

年　

月　

日
以

１８

１２

３０

降
に
県
内
の
市
町
村
で
転
入
の
届
出
を
し

た
人
は
、
新
し
い
住
所
地
で
は
投
票
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
町
で
投
票
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

町
議
会
議
員
選
挙

◎
年
齢
要
件
…
昭
和　

年
４
月　

日
以
前
に

６２

２３

生
ま
れ
た
人

◎
住
所
要
件
…
平
成　

年
１
月　

日
ま
で
に

１９

１６

住
民
登
録（
転
入
届
）を
し
た
人
で
、
引
き

続
き
投
票
日
ま
で
町
に
住
所
を
有
す
る
人

《
選
挙
公
報
》

◎
配
布
の
方
法

　

朝
日
・
読
売
・
毎
日
・
神
奈
川
・
東
京
・

産
経
・
日
経
の
７
新
聞
へ
折
り
込
み
ま
す
。

※
７
新
聞
の
購
読
を
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
の

人
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
内
の
公
共
施
設
、
ス
ー
パ
ー
、

銀
行
、
商
店
な
ど
に
も
配
置
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
期
日
前
・
不
在
者
投
票
》

◎
期
日
前
・
不
在
者
投
票
の
で
き
る
人

仕
事
、
冠
婚
葬
祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
た

め
投
票
日
当
日
都
合
の
悪
い
人
。

◎
期
日
前
・
不
在
者
投
票
期
間

　

県
知
事
選
挙

　
　

３
月　

日（
金
）〜
４
月
７
日（
土
）

２３

　

県
議
会
議
員
選
挙

　
　

３
月　

日（
土
）〜
４
月
７
日（
土
）

３１

　

町
議
会
議
員
選
挙

　
　

４
月　

日（
水
）〜
４
月　

日（
土
）

１８

２１

◎
期
日
前
・
不
在
者
投
票
時
間

　

期
間
中
・
８
時　

分
〜　

時

３０

２０

◎
期
日
前
・
不
在
者
投
票
の
場
所

　

消
防
庁
舎
１
階　

会
議
室

◎
持
参
す
る
も
の

投
票
所
入
場
券
（
お
手
元
に
届
い
て
る
場

合
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※
他
市
町
村
で
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
「
投
票
用
紙
等
請
求
書

（
兼
宣
誓
書
）」で
投
票
用
紙
を
直
接
ま
た

は
郵
便
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
病
院
・
施
設
な
ど
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い

る
人
は
、
病
院（
指
定
病
院
）な
ど
の
事
務

局
に
申
し
出
て
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
》

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
次
の
要
件

に
あ
て
は
ま
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
手
続
き

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

１　

身
体
障
害
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ
か
の

障
害
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

　

・
両
下
肢
、体
幹
、移
動
機
能
の
障
害　

１
級
・
２
級

　

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

　

直
腸
、
小
腸
の
障
害　
　

１
級
・
３
級

　

・
免
疫
の
障
害　
　
　
　
　
　

１
〜
３
級

２　

戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ
か
の
障

害
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

両
下
肢
、
体
幹
の
障
害　

特
別
項
症
〜
第

２
項
症

内
臓
機
能
の
障
害　
　

特
別
項
症
〜
第
３
項
症

３　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態

区
分
が「
要
介
護
５
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

◎
代
理
記
載
制
度

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

の
う
ち
、
自
ら
投
票
の
記
載
が
で
き
な
い
者

と
し
て
定
め
ら
れ
た
要
件
に
該
当
す
る
人

は
、
あ
ら
か
じ
め
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

届
け
た
者
（
代
理
記
載
人
）
に
投
票
に
関
す

る
記
載
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
者
は
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

る
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

１　

身
体
障
害
者
手
帳
に
次
の
障
害
が
記
載

さ
れ
て
い
る
人

　

上
肢
あ
る
い
は
視
覚
の
障
害　
　
　

１
級

２　

戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
障
害
が
記
載
さ

れ
て
い
る
人

　

上
肢
あ
る
い
は
視
覚
の
障
害　

特
別
項
症

〜
第
２
項
症

問
合
せ　

葉
山
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

�
内
線
四
四
一

　

�

　

平
成　

年
４
月
８
日（
日
）に
行
わ
れ
る
神

１９

奈
川
県
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
に

対
し
て
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

平
成　

年
３
月
９
日（
金
）　

時
か
ら

１９

１４

場
所　

�
子
市
役
所
５
階
第
６
会
議
室

問
合
せ　

葉
山
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

�
内
線
四
四
一

神
奈
川
県
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会

神
奈
川
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

県
で
は
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精
（
特

定
不
妊
治
療
）
に
よ
る
不
妊
治
療
を
受
診

し
た
ご
夫
婦
に
対
し
て
、
治
療
費
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
指
定
の
医
療
機
関

で
治
療
を
受
け
た
人
は
、
治
療
終
了
後
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

県
内
（
横
浜
、
川
崎
、
横
須
賀
、

相
模
原
市
を
除
く
）
に
在
住
し
、
県
指

定
の
医
療
機
関
で
昨
年
四
月
か
ら
今
年

三
月
に
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
人

（
三
月
中
に
治
療
を
終
了
し
た
人
が
四

月
に
申
請
し
た
場
合
は
翌
年
度
分
と
し

て
助
成
し
ま
す
。）

所
得
制
限　

六
五
〇
万
円
未
満（
夫
婦
合
算
）

限
度
額　

一
年
度
あ
た
り
十
万
円
（
通
算

五
年
度
支
給
）

問
合
せ　

鎌
倉
保
健
福
祉
事
務
所　

　

�
〇
四
六
七－

二
四－

三
九
〇
〇

お
知
ら
せ



６

広
報
は
や
ま
３
月
号

●
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

◆
消
火
器
の
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

　

消
火
器
は
初
期
消
火
に
有
効
な
力
を
発
揮

し
、
消
火
効
力
が
十
分
に
得
ら
れ
ま
す
が
、

日
ご
ろ
の
維
持
管
理
が
不
適
切
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
腐
食
し
消
火
器
が
破
裂
す
る
な

ど
、
重
大
な
死
傷
事
故
も
発
生
し
て
い
ま

◆
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る　

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

〜
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜

　

三
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　

四
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

す
。「
い
ざ
」と
い
う
時
に
消
火
器
を
効
果
的

に
使
用
す
る
た
め
、
ま
た
、
消
火
器
に
よ
る

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
消
火
器
の
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
の
使
い
方

　

火
災
発
見
後
の
数
分
間
が
そ
の
後
の
被
害

の
大
小
を
決
め
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

ま
す
。
消
火
器
は
初
期
消
火
に
有
効
な
力
を

発
揮
し
、
消
火
効
力
が
十
分
に
得
ら
れ
ま
す

の
で
落
ち
着
い
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
屋
外
で
使
用
す
る
場
合
、
風
上
か
ら
消
火

し
ま
し
ょ
う
。

○
火
元
か
ら
二
〜
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ

ろ
ま
で
近
づ
き
ま
す
。

○
低
い
姿
勢
で
熱
や
炎
を
避
け
る
よ
う
に
し

て
、
徐
々
に
近
づ
き
ま
し
ょ
う
。

○
炎
や
煙
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
に
火
元
に
ノ
ズ

ル
を
向
け
、
火
の
根
本
を
ゆ
っ
く
り
掃
く

よ
う
に
消
火
す
る
と
効
果
的
で
す
。

　

三
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
防
火
防
災
に

関
す
る
正
し
い
知
識
と
防
災
行
動
力
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生
・

拡
大
を
防
止
し
、
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
運
動
を
契
機
に
、
日
ご
ろ
忘
れ
が
ち
な
火
災
に
対
す
る
防
火
意
識
を
思
い

起
こ
し
、
住
民
・
事
業
所
・
消
防
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
火
災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

全
国
春
季
火
災
予
防
運
動

三
月
一
日（
木
）〜
七
日（
水
）

注
意
事
項

　

消
火
器
は
、
初
期
消
火
に
適
し
て
い
ま
す

が
、
炎
が
天
井
面
に
広
が
っ
た
ら
速
や
か
に

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
！

消
火
器
を
置
く
場
所

○
誰
も
が
見
や
す
く
、
使
い
や
す
い
所
に
置

き
ま
し
ょ
う
。

○
消
火
器
の
寿
命
は
、
そ
の
保
管
場
所
に
よ

　

っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
湿
気
の
多
い

場
所
や
日
の
当
た
る
所
を
避
け
、
転
倒
し

な
い
よ
う
な
工
夫
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
の
点
検

　

消
火
器
の
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
、

自
主
的
に
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
安
全
ピ
ン
が
確
実
に
つ
い
て
い
ま
す
か
。

○
容
器
や
キ
ャ
ッ
プ
に
変
形
や 
錆 
・
腐
食
は

さ
び

あ
り
ま
せ
ん
か
。

○
ホ
ー
ス
に
つ
ま
り
や
ひ
び
割
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

○
圧
力
ゲ
ー
ジ
の
付
い
て
い
る
も
の
は
、圧
力

値
を
示
す
針
が
正
常
値（
緑
色
の
範
囲
内
）

を
指
し
て
い
ま
す
か
。

消
火
器
の
廃
棄
処
理
に
つ
い
て

　

異
常
が
認
め
ら
れ
た
消
火
器
や
不
要
に

な
っ
た
消
火
器
を
普
通
の
ゴ
ミ
に
出
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
購
入
し
た
お
店
や
消
火
器

メ
ー
カ
ー
な
ど
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
本
部

　

�
八
七
六－

〇
一
一
九
（
内
線
三
二
二
）

全
国
統
一
防
火
標
語

『
消
さ
な
い
で　
あ
な
た
の
心
の　
注
意
の
火
』　　　　　

全
国
山
火
事
予
防
統
一
標
語

　
　
　
　
『
伝
え
た
い　

森
の
や
さ
し
さ　

火
の
こ
わ
さ
』

安全ピンに指をかけ、
上に引き抜きます。
（安全栓は出来るだ
け火元の近くで抜き
ましょう。）

ホースの先端を握り
ホースをはずして火
元に向けます。

レバーを強く握って
噴射します。
（力のない人は、消火
器を地面に立てて上
から押しましょう。）

①

②

③


